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 生涯学習の推進（社会教育） 
 

１ 概 要 

近年の急激な社会構造の変化（少子高齢社会・情報化社会等）を背景とした学習需要の多様化

に伴い、社会教育行政においては、身近な生活の場所で誰もが、いつでも、自由に学習機会を選

択して学ぶことができるよう、ハード、ソフト両面の条件整備が求められています。 

そこで、松本市生涯学習基本構想の精神（「学びの森づくり」）を踏まえ、松本市教育振興基本

計画に掲げる、「学都松本」としてめざすまちの姿の実現に向け、学習の場である施設の整備を

進めるとともに、コミュニティ活動施設と関係機関の連携による地域ごとの学習システムの確立

や、住民の豊かな個性を伸ばす自発的な学習活動等への支援を通じて、地域住民が主体となって

自治能力を高める学習活動の推進と生涯学習による地域づくりをめざします。 

 

２ 重 点 施 策 

⑴ 生涯学習の推進 

ア 学習情報の収集と提供 

イ 地域の人的・物的資源の発掘と連携による特色ある地域づくりの促進 

ウ 自発的活動の支援 

エ 生涯学習の啓発 

オ 市民活動などのコーディネート 

 

⑵ 社会教育施設の整備等 

ア 地区公民館の整備・改修 

イ 町内公民館の整備推進 

 

３ 事業の内容 

⑴ 公民館活動の推進 

市民一人ひとりの幅広い学習や活動を支援し、総合的な地域づくりの拠点としての役割を担

うことができる体制づくりを進めるとともに、学習活動などを通じて地域課題と向き合い、市

民自らが地域課題の解決に向けた学習機会を充実させ、実践していく、松本らしい地域づくり

をめざした公民館活動を展開しています。 

 

⑵ 生涯学習の推進 

ア 生涯学習基本構想 

平成 ６年３月 松本市生涯学習基本構想「学びの森づくりをめざして」策定 

平成１７年３月 第２次松本市生涯学習基本構想「学びの森づくりをめざして」策定 

平成２４年３月 松本市教育振興基本計画「学都松本をめざして」へ継承 

イ 松本市出前講座「いい街つくろう！パートナーシップまつもと」の実施 

(ｱ) 経過 

市民と職員とがパートナーとなり、協働して街づくりを進めるため、出前講座を開講し

ています。 



 

- 23 - 

 

現在市が行っている業務や政策の中から、市民の生活に密着したものなど１６４講座を

メニュー化し、要望に応じて担当職員等が地域に出向き講座を実施しています。 

(ｲ) 現状 

市関係課等の協力を得て、講座の新設や見直し等を行っています。 

令和元年度実績 ４７９回 ２９，１４７人参加 

実施した主な講座は、交通安全、防災、子育て、健康等 

ウ 生涯学習情報誌「学びの森いんふぉめーしょん」の発行 

市民の生涯学習活動を支援するため、生涯学習支援登録団体及び関係機関の情報を収集し

て、町内回覧、公共施設での配布及び市公式ホームページにより情報提供を行っています。 

(ｱ) 発行回数 

年４回（５月、８月、１１月、２月） 

(ｲ) 主な掲載内容 

ａ 生涯学習情報   …… 市民が参加できるイベントに関する情報 

ｂ 生涯学習ファイル …… 市内近郊で活動している団体の会員募集情報 

エ 生涯学習支援登録制度による情報提供 

市民の多様な生涯学習を支援するため、地域に在住する専門的な知識、経験を有する指導

者や自発的活動を行っているグループ等の情報を登録し、市公式ホームページ等を利用した

情報提供を行っています。 

［登録数］（令和元年度末現在） 

指導者 １４９名、グループ ４４４団体 

 

⑶ 社会教育施設の整備等 

中央公民館ほか３５地区の地区公民館を整備し、特色ある地域づくりに取り組んでいます。

また、住民活動が将来にわたって継続されるよう、施設の機能維持、ユニバーサルデザインの

導入、エコ改修という３つの目標を定めて大規模改修を実施するなど、生涯学習活動の場の提

供及び地域コミュニティの拠点となる施設の充実を図っています。 

ア 社会教育施設等の整備状況（令和元年度実施） 

区

分 
事 業 名 事 業 内 容 

事業費 

（千円） 

社

会

教

育

施

設 

里山辺公民館整備事

業 

新科学館整備事業に伴い、里山辺公民館を移転新

築するための用地取得、地質調査、実施設計を実施

しました。 

37,490 

Ｍウイング整備事業 

経年劣化の著しい、中央公民館並びに中央保健セ

ンター空調設備を改修するための実施設計を行い

ました。 

4,510 

寿公民館トイレ改修

工事 

設置後３１年が経過し、老朽化したトイレの洋式

化・段差解消・手摺設置等の改修を実施しました。 
14,670 



 

- 24 - 

 

イ 町内公民館整備補助金 

町内公民館は、地域住民にとって身近な生涯学習の場、寄り合いの場であるとともに、共

に支えあう地域づくりを進める拠点であり、地域住民の自治活動の促進、学習・文化・ス  

ポーツ等の事業による住民交流の場として広く活用されています。 

引き続き、「松本市町内公民館整備補助金交付要綱」（昭和３９年制定）に基づく、町内公

民館整備を支援します。 

 (ｱ) 町内公民館整備補助金交付制度概要（令和元年度） 

区    分 補 助 率 限   度   額 

建

物 

新 築 
未設置町会等 2／3 1,000 万円（福祉関連含む） 

既設置町会等 1／2 1,000 万円（福祉関連含む） 

改 築 1／2 
1,000 万円（福祉関連含む） 

増 築 1／2 
600 万円 

ただし、新改築時補助を受けている場合は、400 万円 

改 修 
1／2 一般改修（500 万円） 

2／3 福祉関連・耐震補強（500 万円） 

既 設 置 建 物 取 得 1／2 800 万円 

未 設 置 建 物 取 得 2／3 1,000 万円 

土

地 
敷 地 取 得 2／3 

1,000 万円 

（建築基準法に基づき適正面積で計算）1回のみ 

借 地 ・ 借 家 1／2 5 万円 

※ ただし、２館目以降の限度額は、上記の金額の８割とする 

(ｲ) 補助金交付件数 

年

度 
新築 改築 増築 改修 

取 得 
福祉 耐震 借地 借家 

合 計 

件 数 
金額 

建物 敷地 

 件 件 件 件 件 件 件 件 件 件 件 千円 

29 0 0 0 62 0 1 13 1 39 3 119 29,385 

30 0 4 1 47 0 0 9 1 38 3 103 89,996 

元 1 2 0 86 0 3 21 1 36 3 153 109,308 

ウ 重要文化財旧松本高等学校校舎耐震化事業 

(ｱ) 事業概要 

平成２２年度に実施した耐震予備診断の結果において、基準値を満たさない項目があっ

たため、文化庁が定めた「重要文化財（建造物）耐震診断指針」に沿い、耐震化事業を進

めています。 

平成２６年度～平成２７年度に耐震基礎診断を実施。平成２８年度は壁の耐久力実験を

行い、データに基づいた補強案を作成しました。また、重要文化財旧松本高等学校保存活

用計画策定委員会を設置し、建物の保護と活用の方針を検討し、防災計画を含めた保存活

用計画の策定をしました。 

平成２９年度は文化庁指導の基、「糸魚川-静岡構造線断層帯」を起因とする地震動を考

慮した追加の耐震基礎診断を実施し、その結果を踏まえた耐震補強工事の実施設計を行い



 

- 25 - 

 

ました。平成３０年度に耐震補強工事に着手、講堂Ⅰ期工事を実施しました。 

(ｲ) 今後の取組み 

令和元年度に講堂Ⅱ期工事、令和２年度～令和５年度に本館の耐震補強工事を行います。 

⑷ 青少年ホームの活動 

平成２７年に勤労青少年福祉法が改正され、勤労青少年ホームの設置根拠が削除されたこと

に伴い、条例を改正し、平成２９年４月から名称を松本市勤労青少年ホームから松本市青少年

ホームと改称し、対象者を３５歳未満の勤労青少年から１５歳以上３５歳未満の青少年一般と

しました。 

若者が気軽に集まれる魅力ある居場所づくりを通じ、自分づくり、仲間づくりを進めるとと

もに、ひきこもりの若者を含め、社会で生きていく力を培うことを支援しています。 

また、若者が成長し、社会で活躍できるように、若者の多様な社会参画を進めています。 

ア コーディネーターと連携し、ひきこもりの若者も参加しやすい講座、イベントの実施 

イ 青少年の将来の選択肢を広げる「職人から学ぶ講座」の実施 

ウ 若者が自由に過ごし、交流できるゆるやかな居場所として「若者カフェ」の実施 

エ 若者が主体となり、若者が住んでみたいまちの魅力をつくりだす「松本若者会議」の実施 

オ ヤングスクール、キャリアアップセミナーの実施 

カ 青少年ホーム利用者の会の自主活動、所属クラブの育成・支援 

キ ヤングキャリアメンターによる、若者の職業問題やキャリア形成等に関する相談事業 

ク 新成人で構成する実行委員会で成人式の企画、運営の実施 

ケ 成人式実行委員会が主体となり、新成人を対象に「新成人松本若者会議」の実施 

コ 高校生・大学生が主体となり、子どもが楽しく遊べる「子どもプレイパーク」の実施 

年度 
登録者数(人) 平均年齢  

(歳) 

開館日数

(日) 

利用状況（人） 

計 男 女 計 ホーム 体育館 

29 323 130 193 27.8 293 5,916 2,156 3,760 

30 338 154 184 28.3 293 6,113 2,716 3,397 

元 342 158 184 27.3 294 5,895 2,740 3,155 
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４ 社会教育施設（生涯学習課・中央公民館の付属施設のみ） 

⑴ 松本市あがたの森文化会館 

学都松本へ 

第一期地名校の誇り、大正ロマンあふれる木造校舎。 

市民や同窓生の熱意によって保存された建物は、今も多くの市民の学びの場として愛されています。 

位  置 松本市県３丁目１番１号 電 話 ３２-１８１２ 

概  要 

 あがたの森文化会館は、大正８年に開校した旧制松本高等学校校舎の保存と活用

のため、昭和５４年に開館しました。大正９年から１１年にかけて建築された旧松

本高等学校校舎は、昭和２５年から信州大学の文理学部・人文学部校舎として使用

されたことにより、全国的に旧制高等学校の遺構が少なくなっている中で、大正時

代の木造洋風建築がもっとも良好に保存されているものといわれており、学校建築

史上貴重な建造物として重要文化財の指定を受けています。 

現在は、校舎を文化財として保存するとともに、市民の教育文化活動施設として

活用しています。（図書館併設） 

沿  革 

大正 7 年   

大正 8 年 4 月 

 

大正 9 年 8 月 

 

昭和 24 年 

 

昭和 48 年 4 月 

昭和 52 年 3 月 

 

昭和 54年 10 月 

昭和 56 年 2 月 

平成 19 年 6 月 

松本市に高等学校設置決定 

松本高等学校設立、同年９月に松本中学校校舎を仮校舎として 

開校 

県町（現在地）に校舎（本館）が落成、２年後に講堂が建てら 

れ全校舎落成 

松高校舎を信州大学文理学部校舎として使用。後に、学部再編 

後は人文学部校舎となる 

人文学部が旭町キャンパスに移り、校舎は閉鎖される 

松本市は建物及び敷地の一部を約７億円で国から買い取り、文 

化財として保存と活用を決め、以後施設の補修等実施 

『あがたの森文化会館』として開館。公民館、図書館を併設 

本館、講堂とも長野県宝に指定される 

本館及び講堂は重要文化財に指定される 

文化財の種別 重要文化財 重要文化財指定日 平成 19年 6 月 18 日 

名    称 旧松本高等学校本館・講堂 構    造 木造２階建て 

建物延面積 3,611.11 ㎡ 開     館 昭和 54年 10 月 1 日 

休  館  日 
毎週月曜日、12月 29 日～翌 1月 3日、日曜日以外の祝日（月曜日が祝日及び振替

休日の場合は月・火曜休館） 

 

ア 施設内容 

区 分 部 屋 数 収容人員(人) 面 積 (㎡) 備 考 

ホ ー ル 1      350    353  

大 会 議室 4      80～100    460  

中 会 議室 10      30～50    691  

小 会 議室 5      25    188  

あがたの森図書館については別頁掲載 
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イ 使用料及び冷暖房料                         （単位：円） 

区  分 
午 前 午 後 夜 間 午前～午後 午後～夜間 全 日 上段：冷房料 

下段：暖房料 

（ 1 回 ） 9:00～12:30 13:00～17:00 17:30～22:00 9:00～17:00 13:00～22:00 9:00～22:00 

ホール 1,780 3,140 4,400 4,670 7,160 8,380 
3,240 

1,780 

大会議室   830 1,040 1,250 1,770 2,170 2,800 
1,460 

  830 

中会議室   730   940 1,150 1,580 1,980 2,530 
1,460 

  830 

小会議室   520   620   730 1,080 1,280 1,680 
― 

  410 

※ 冷暖房の１回とは午前、午後、夜間をそれぞれ単位とする 

※ 企業等が入場料等を徴収しないで使用する場合は２００／１００に相当する額、入場料

等を徴収して使用する場合は２５０／１００に相当する額とする 

ウ 利用実績 

年

度 

利用者総数 

人 

利用総件数 

件 

減免団体利用件数 

（減免団体数）件 

使 用 料 

円 

29 103,937 4,650 
3,732 

（405） 
5,938,500 

30 68,094 3,477 
2,893 

（399） 
2,765,960 

元 64,520 3,105 
2,600 

（266） 
2,860,270 

※ 元年度は耐震補強工事のため講堂は全室休館。また 3月 4日からコロナウイルス感染症

拡大防止対策による貸館利用自粛期間 
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⑵ 池上百竹亭 

学都松本へ 

呉服商・池上喜作が多くの文化人と交流を深めたゆかりの旧邸。茶道、華道等の学習活動にご活用

いただけます。 

位  置 松本市丸の内１０番３１号 電 話 ３２－０１４１ 

概  要 
故池上喜作氏の遺族から建物の寄贈を受けて、住居、茶室、庭園等を整備し、市民

に広く施設の提供を行うことにより、教育文化活動の振興を図っています。 

開館時間 午前９時～午後９時 敷地面積 1,038.74 ㎡ 

施設面積 

（建物） 

居 宅   122.60 ㎡ 

茶 室      16.52 ㎡ 

施設面積 

（庭園） 

茶  庭    約 95.75 ㎡ 

日本庭園   約 216.00 ㎡ 

休 館 日 
月曜日（国民の祝日に関する法律に規定する休日にあたるときは、当該日以外の 

休日に当たらない最初の日）、12月 29 日～翌 1月 3日 

管理運営 

指定管理者制度を導入 

平成 19 年 (社)松本地域シルバー人材センターを指定管理者として管理委託 

平成 23～28 年 (一社)梓川ふるさと振興公社を指定管理者として管理委託 

平成 29 年～ (公社)松本地域シルバー人材センターを指定管理者として管理委託 

 

ア 使用料及び器具使用料 

使用区分 午前 午後 夜間 午前～午後 午後～夜間 全日 

上座敷 
円 

310  

円 

410  

円 

520  

円 

620  

円 

830  

円 

1,040  

下座敷 310  410  520  620  830  1,040  

中の間 310  410  520  620  830  1,040  

茶室 3,240  3,240  3,240  6,180  6,180  8,900  

ストーブ 1 台 1 回 410 円 

 

イ 利用実績 

年
度 

開館

日数 

利用

日数 

利  用  内  訳 
使用料 

公的団体等 文化団 体 そ の 他 総 数 

 

29 

日 

309 

日 

215 

件 

24 

件 

146 

件 

63 

件 

233 

円 

200,720  

30 309 198 18 131 60 209 199,580  

元 309 170 22 113 50 185 173,100 
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 ⑶ ふれあいパーク乗鞍 

学都松本へ 

様々な学習活動に対応した施設となっている「ふれあいパーク乗鞍」は、周辺の豊かな自然を活

用した幅広い学習にご利用いただけます。 

位  置 松本市安曇４８５５番地１００ 電 話 ９３－１１２２ 

概  要 
旧安曇村時代に一般廃棄物最終処分場を当地に建設するにあたり、その影響を

少しでも緩和し、地域のコミュニティ形成の一助とする目的で建設されました。 

構  造 鉄骨造平屋建 敷地面積 11,997 ㎡ 

施設面積 979.15 ㎡ 建設費 318,627 千円 

施設内容 
多目的ホール、カルチャー教室、調理室、和室、事務室、団らんホ－ル、屋根

付広場、自転車置場、駐車場 

竣  工 平成 15年 3 月 31 日 開  館 平成 15年 4 月 1日 

開館時間 午前 9時～午後 9時 休 館 日 12 月 29 日～翌 1月 3日 

管理運営 
・平成 20年度から指定管理者制度を導入 

・指定管理者 ふれあいパーク乗鞍管理委員会 

 

ア 使用料及び器具使用料 

区分 単位 金額 

施設 

多目的ホール 

1 日 1 回 

円 

1,020  

カルチャー教室 1,020  

畳室 1,020  

調理室 1,020  

全館 5,140  

器具 

陶芸窯 

1 回 

3,080  

土練機 1,020  

プロジェクター 1,020  

音響機器（一式） 1,020  

そば打ち道具（一式） 1,020  

 

イ 利用実績 

年
度 

利用件数 利用者数 
使用料 

有料 無料 総数 有料 無料 総数 

 

29 

件 

93 

件 

166 

件 

259 

人 

874 

人 

2,723 

人 

3,597 

円 

122,520  

30 39 155 194 639 2,135 2,774 67,440  

元 23 184 207 533 3,456 3,989 46,200 
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 ⑷ 奈川文化センター夢の森 

学都松本へ 

奈川地区の拠点として、また都市農村交流による活性化促進施設として設置された本施設は、コン

ベンションホールを活用した芸術・文化活動をはじめ、様々な学習活動にご利用いただけます。 

位  置 松本市奈川３３０１番地 電 話 ７９－２３０４ 

概  要 

旧奈川村時代に村の活力低下、山村の課題解決のため、村の風土、文化にふさわ

しい価値観や自然を最大限に活かした、都会にはないゆとりとふれあいの里を創

造していく目的で建設されました。 

構  造 鉄筋コンクリート造３階建 敷地面積 17,456 ㎡ 

施設面積 2,448.61 ㎡ 建設費 1,199,300 千円 

施設内容 
コンベンションホール、会議室、調理室・図書室、和室、事務室、視聴覚室、茶

室、駐車場 

竣  工 平成 6年 6月 開  館 平成 6年 7月 14 日 

開館時間 午前 9時～午後 9時 休 館 日 12 月 29 日～翌 1月 3日、祝日 

 

ア 使用料 

区分 
9：00～17：00 

（1 時間につき） 

17：00～21：00 

（1 時間につき） 
全日 

コンベンションホール 
円 

3,240  

円 

3,770  

円 

32,400  

1 階ホール 210  310  2,160  

2 階ホール 210  310  2,160  

更衣室 310  430  3,240  

会議室 210  310  3,240  

視聴覚室 530  750  7,560  

実習室 430  640  5,400  

研修室 430  640  5,400  

和室 430  640  5,400  

全館 5,400  7,560  54,000  

※ 冷房又は暖房を使用するときは、当該区分の定める額の 100 分の 130 に相当する額 

 

イ 利用実績 

年
度 

利用件数 利用者数 
使用料 

有料 無料 総数 有料 無料 総数 

 

29 

件 

3 

件 

145 

件 

148 

人 

37 

人 

5,037 

人 

5,074 

円 

3,510  

30 3 152 155 74 5,621 5,695 6,060  

元 8 172 180 36 5,185 5,221 5,400 

 


